
市議会定例会［６月］

提出議案の概要について
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令和２年６月定例会の主な議案

補正額
一般会計補正予算（第５号） ４億１，０６９.８万円
国民健康保険事業特別会計補正（第１号） ３４０万円
水道事業会計補正（第１号） ０万円 ※収入の補正のみ

◎新型コロナウィルス感染症に係る緊急対策
⇒別紙

◎その他
・市民と行政との協働による「地域力アップモデル事業」として、街路樹木等の
維持管理を進める

【190万円】
・現地視察による地域での聴き取り調査の結果等に基づき、交通安全のための区
画線修繕や、河川の樹木伐採、道路舗装修繕等を行う

【1,395万円】
・70歳以上の方が所有する自家用車への安全運転支援装置設置に対する補助

【278.6万円】
ほか

補正予算の概要

補正予算の規模
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令和２年６月定例会の主な議案

《条例の制定》

◎桑名市防災拠点施設条例の制定
災害応急対策の活動拠点並びに市民の防災に関する知識の普及及び防
災意識の高揚を図る場として桑名市防災拠点施設を設置するため、条
例を制定する。

◎桑名市国民健康保険条例の一部改正

新型コロナウイルスに感染した被保険者等に傷病手当金の支給を行う

ため、所要の改正を行う。

◎桑名市介護保険条例の一部改正について

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者の

介護保険料を減免するため、所要の改正を行う。

条例の制定及び改正など（９件）の主な議案
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桑名市

6月補正新型コロナウイルス感染症対策

第４弾
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①水道料金基本料金について、2期分(4か月分)を無料化

【水道事業会計繰出金 2億7,011.4万円】

②市内福祉施設・医療機関・学校等へマスク・アルコール消毒

液の追加配布【1,459.4万円】

③新型コロナウィルス感染症に感染した国民健康保険被保険者

等に対する傷病手当金の支給【340万円】

④放課後等デイサービスの利用増による給付【1,480万円】

⑤感染防止用救急ジャンパー等の更新【208.5万円】

⑥新型コロナウィルス感染症緊急対策基金積み立て【655.2万円】

第４弾桑名市緊急新型コロナウイルス感染症対策
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上水道基本料金を減免

対象 市内の全世帯と事業所
件数 約57,500件（見込み）

家庭用 ：約55,800件、約 2億4,291万円（生活支援）
事業所用 ：約 1,700件、約2,720万円（固定費の軽減）

実施期間 ８月検針分から２期（４ヶ月分）

例： 一般家庭でφ13㎜、φ20㎜の場合

基本料金 1,980円×２期 ＝3,960円 の負担軽減

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた
水道料金に係る対応について
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その他発表事項
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コロナウィルス感染症対策！

証明書の交付に関する特別対応を
行います！！
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窓口改革の新たな取り組み

▶来庁しなくても手続きが完了する
▶滞在時間が最少
▶必要な手続きを一括で申請できる

≪めざす窓口の姿≫

≪窓口業務の課題≫

▶窓口が多数の来庁者で混雑する
▶複数の手続きが必要で時間を要するものがある
▶窓口業務の内容が多岐にわたる
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証明書の交付に関する特別対応（手数料免除）

市役所へ来庁する機会を減らすことで、市役所内の
密集、密着環境を緩和させることができる。

新たな生活様式の実践として、
新型コロナウイルス感染拡大防止策にもつながる。

郵便申請による

一部の証明書交付手数料を無料にします。

市からの新しい提案
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証明書の交付に関する特別対応（手数料免除）

・住民票の写し(世帯全員、世帯の一部)、住民票記載事項証明書
・評価証明書、公租公課証明書、名寄帳（課税台帳）、
所得証明書、所得課税証明書

・個人の市内在住者（弁護士、司法書士などの特定事務受任者、
債権者、法人からの請求は有料）
・一人３件まで（４件以上希望する場合は事前相談）
※郵送に関する費用は自己負担（返信用封筒・切手など）

・令和２年６月１日～令和３年３月31日（31日の消印有効）

対象となる証明書

対象条件

免除する期間
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手数料免除による影響額

・税に関する各種証明書

想定件数 6,970件
想定金額 2,091,000円

・住民票の写し

想定件数 15,268件
想定金額 4,580,400円

【算出方法】昨年度実績件数
×10月/12月×30%
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市役所窓口以外での取得方法

場 所 取扱時間

マルチコピー機のあるコンビニエンスストア 午前６時３０分から午後１１時

桑部・在良・七和・深谷・久米・城南・伊曽
島のまちづくり拠点施設

月～金 午前８時30分～午後５時15分

0123456789ABCDEF

氏名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

1234

2025年 3月31日まで有効

性別 女

□□市長
●マイナンバーカードをお持ちの方（マルチコピー機）

●くわな市民カードをお持ちの方（自動交付機）

場 所 取扱時間

本庁舎１階 月～金 午前８時30分～午後７時
土 午前９時～午後４時

大山田地区市民センター 月～金 午前８時30分～午後５時
土 午前９時～午後４時

サテライトオフィス 木以外 午前10時～午後８時

●正和・在良・七和・深谷・城南郵便局の窓口

※（税の証明は本人の所得証明、所得・課税証明のみ） 13



今後の申請・届出などの手続き等について

証明書発行や各種申請等の手続きには、多くの場合、市役所
の窓口へ紙の申請書を提出したり、郵送したり、電話をしなけ
ればならない。

現在

✓スマートフォンやパソコンから申請できると便利！
✓いつでもどこでも申請できると便利！
✓スマートフォンやクレジットカード払いができると便利！

今後の方向性

証明書交付、補助金、異動届、変更届、イベント・研修への参加申込、
相談事業など

電子申請の推進 キャッシュレス化の推進
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キャッシュレス化を推進していきます！！

桑名市は、経済産業省が選定する、自治体窓口や公共施設キ

キャッシュレス化に取り組む「モニター自治体」に選定（全国29

自治体）されました！

住民サービスの向上 事務の効率化
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キャッシュレス化のメリット

・おつりの準備、受領した金銭の管理
といった手間を省くことができる
・現金の紛失等がなくなる
・現金授受の時間がなくなり、住民
サービスに集中できる

・おつりの授受等がなくなり、スピー
ディーに行政サービスを提供するこ
とができる
・支払いの選択肢が増える



桑名ほんぱく
（桑名本物力博覧会）の開催について

ほんぱくで桑名を元気に

16



桑名ほんぱくで桑名を元気に

桑名ほんぱくのねらい

◎「本物力こそ、桑名力。」を具現化する取り組み
・桑名に住んでいることを誇りに思う人が増える。
・桑名の新しい魅力を自ら伝え、発信する人が増える。
・新たな関係の構築により新たな行動が生まれる。

2019年度のガイドブック

ほんぱくで桑名を元気に

◎新型コロナウイルスの影響で、プログラムを提供し
ていいただいている企業や個人事業主の方は、たい
へん苦しい状況にあると推測され、その方々を応援
する意味で、今年も開催していきたい。
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桑名ほんぱくで桑名を元気に

ダリア摘み体験の様子
桑名ほんぱくの概要

◎プログラム実施期間：11月～2月を予定

例年より２ヶ月遅くする。

◎開催場所：桑名市内

◎申込開始： 10月下旬（ＷＥＢと電話）

◎「ほんぱく」は小規模な体験プログラムが多く、基
本的に事前申込制で行っており、不特定の大人数
が集まるイベントは少ないため、各プログラム主催
者や参加者が対策を行えば感染リスクは抑えられ
ると考えている。

※人が集まるオープニングセレモニーは行わない。
※感染症対策ができないプログラムは行わない。
※再び感染が拡大した場合は、中止とする。

新型コロナウイルス対策
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桑名ほんぱくで桑名を元気に

エントリー料の免除

◎例年、１プログラムあたり１万円のエントリー料
をいただいていた。今年は新型コロナウイルスの
影響が出ている企業や個人事業主の方を応援す
るために、エントリー料を免除し、多くの方に参加
してもらえるようにしたい。

◎エントリー料は、これまでガイドブックの印刷費
などに充当していました。

饅頭づくり体験の様子 新型コロナウイルス感染症緊急対策基金を充当

桑名ほんぱくの実績

◎参加団体： 2018年度51団体53プログラム 1,214人参加 エントリー料 46万円
2019年度53団体56プログラム 1,303人参加 エントリー料 48万円
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